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平成３１年４月瀬戸内市教育委員会 会議録 

 

Ⅰ．開 催 日  平成３１年４月１９日（金） 

 

Ⅱ．開会及び閉会  開 会   １３時３０分 

          閉 会   １５時０５分 

 

Ⅲ．出 席 委 員 

 

 

 

 

 

Ⅳ．出 席 職 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．議事の内容 

 

 

１． 開  会 

 

 

２．教育長報告について  

東南教育長  

●全国学力状況調査について 

●働き方改革について 

 ・いじめ対応の残業上限超過容認 

●児童虐待について 

●特攻服集会について 

 

教 育 長 東 南 信 行 

委 員 淵 本 晴 生 

委 員 藤 本 里 絵 

委 員 山 本  正 

教 育 次 長 薮 井 慎 吾 

総 務 学 務 課 長 山 本 正 樹 

総務学務課参事 松 本  総 

社 会 教 育 課 長 勝 本 眞 一 

中央公民館館長 小 林 裕 治 

瀬戸内市民図書館館長 村 上  岳 

邑久学校給食調理場所長 森 山 光 晴 

総務学務課係長 安 井 明 子 

総務学務課主事 寺 本 那 奈 
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３．前回会議録の承認 

署名委員  藤本 里絵 委員  山本 正 委員   

  

４．議  事     

東南教育長  議事進行 

 

第 19号議案  臨時職員採用等について 

  山本課長  （資料を基に説明） 

  淵本委員  図書館司書の増員はありがたいが、配置するだけではなく司書が活躍で

きるよう管理職がしっかりアドバイスして育てていく必要がある。 

  山本委員  図書館司書の仕事は以前と変わっている。問題解決学習を進めるうえで

司書の専門性を活かしてほしい。 

  東南教育長 学校の教育課程を司書が知っていることが重要。教員と司書教諭、学校

司書と連携をとって推し進めてほしい。 

   

  全 委 員   ＜異議なし＞ 

 

第 20号議案  瀬戸内市立公民館運営審議会委員の委嘱について 

  小林館長  （資料を基に説明） 

  東南教育長 この委員は３つの公民館すべてに関係するのか。 

  小林館長  全て関わっている。 

 

  全 委 員   ＜異議なし＞ 

 

第 21号議案  瀬戸内市教育支援委員会委員の委嘱について 

  松本参事  （資料を基に説明） 

 

全 委 員   ＜異議なし＞   

 

第 22号議案  瀬戸内市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

  松本参事  （資料を基に説明） 

  東南教育長 この方がたは１年のみの任期か。 

  松本参事  １年のみである。 

  淵本委員  昨年開催は２回のみか。 

  松本参事  昨年は１回開催のみ。２９年度は２回開催した。 

        具体的なことは、次の第２３号議案の学校支援チームが担当している。 

全 委 員   ＜異議なし＞   
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第 23号議案  瀬戸内市学校支援チームの委嘱について 

松本参事  （資料を基に説明） 

淵本委員  ２２号議案と２３号議案との兼ね合いは。 

松本参事  ２２号議案の協議会は市内学校園や市教委が対応しているいじめ問題

を対象にいじめ問題対応の基本方針などの大枠を決めていく。２３号議

案の支援チームは個別の案件に具体的に対応していく。２２号議案でも

具体的な話をすることもあるがすぐに対応できるわけではない。 

淵本委員  それでは２３号議案のチームは年に何回といった取り決めはできない。

問題が起こるたびに会議を開くということか。 

松本参事  早め早めに学校と市教委で対応していくことで開催回数を抑えていき

たい。 

 

全 委 員   ＜異議なし＞ 

 

 第 24号議案 学校評議員の委嘱について 

  松本参事  （資料を基に説明） 

  山本委員  備考の過去の役職欄の表記を統一したほうがいいのでは。 

  松本参事  調整します。 

  東南教育長 学校ごとに人数が違うのは。 

  松本参事  要綱では 5人以内とだけ規定があるため学校の状況に合わせた人数が選

定されている。 

 

全 委 員   ＜異議なし＞ 

 

 第 25号議案 平成 31年度教育要覧について 

  山本課長  （資料を基に説明） 

  山本委員  ９ページの非常勤講師等配置事業について、小学校で外国語授業を行う

専科教員は中学校の英語教諭免許所持者か。 

  松本参事  具体的には国府小学校と行幸小学校の３・４年の外国語活動のことだが、

条件の中に英語教諭免許所持が入っている。今後は国や県のきめた方針

に従うが、このまま英語教諭免許所持者で行っていきたい。今後科目担

任制になる可能性があるが、現状はこのまま行っていく。 

  山本委員  11 ページの人権教育の充実について、人権教育は一つの問題を掘り下げ

ることで他の人権問題を考えるうえでの素地になる。瀬戸内市には国立

療養所が 2つもあるため、ハンセン病問題などの人権教育分野で先進的

であるべきではないか。 

        また、瀬戸内市が独自に行っている学力調査はフィードバックなどの事

後対応に力を入れてほしい。生活状況については保護者に返してもいい
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のではないだろうか。また児童生徒に内省させることも学力向上等の効

果を上げていくうえで重要である。 

  淵本委員  12 ページの特別支援教育の充実のための支援について、邑久小学校の指

導教諭が推進リーダーとしてあるが、これは今年度の話か。 

  松本参事  そうです。昨年度は邑久中学校区の小中学校へ定期的に兼務していたが、

今年度は各学校のニーズに合わせて対象となる学校に派遣することで

市内全域へ幅を広げた。 

  淵本委員  19 ページの公民館、博物館等における地域の歴史・文化の学習機会の提

供について副読本などの活用もいいが、瀬戸内市が独自に保有する文化

財を市内の子ども全員が直接見ることができる予算づけを図って欲し

い。 

  山本委員  小学校 3・4 年生の地域の学習の時間に予算を取るのがいいのではない

か。バスを借りて直接行くくらいの予算があれば実現できるのでは。 

  東南教育長 小学校の音楽祭の予算にバスを借りる予算が入っているので、そこを参

考に予算を工夫すればできるかもしれない。また社会見学のタイミング

での工夫も考えられる。 

 

全 委 員   ＜異議なし＞ 

 

５．その他 

(1) 市内幼稚園小・中学校運動会・体育会の出席者について 

松本参事  （資料を基に説明） 

  

 

６．閉  会 （15 時 05分閉会） 

 


